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運動会シーズン到来！ 

 朝晩は半袖では肌寒く感じる日も増え、ようやく秋めいてきました。職員室では、
職員が子どもたちに見せるために持ってきた鈴虫の鳴き声が響き、束の間癒やさ
れています。先週から運動会の練習が始まりました。今年のスローガンは「仲間と
不可能を可能に」です。子どもたちで話し合って決めました。「仲間と」という言葉
をうれしく受け止めました。みんなで運動会を盛り上げようという子どもたちの思い

が伝わるすばらしいスローガンです。今年は高学年リレーも復活し、さらに応援に熱が入りそうです。運動
会は子ども一人ひとりが主役の全校行事です。私は自分が子どもの頃から運動会が好きでした。リレーや
徒競走の緊張感も、その時はドキドキするのですが、終わってみれば爽快感に変わりました。ダンスも張り
切って踊っていましたし、競技も勝つために全力で取り組んでいました。教師になっても、みんなにスポット
が当たる運動会がやっぱり好きだな、と感じます。日頃、体育の授業で取り組んでいる運動成果を発表す
ると共に、異学年交流や協力・共同の体験、責任を果たす態度の育成など、運動会の目的は多岐にわた
ります。この行事を通して子どもたちは大きく成長します。大庭小学校では、5・６年生が実行委員を務め
たり、用具や放送、採点等の各係を分担したりして、本番に向けて運動会を作り上げていきます。ダンスや
競技、徒競走等が表舞台なら、５・６年生の活動の取り組みは表に出ないものもあります。でも、５・６年生
の力がなければ運動会は成り立ちません。当日は自分の出番と係の仕事で５・６年生は大忙しです。フィ
ールドの外で頑張っている子どもたちにも、ぜひエールをお願いします。そして、そんなかっこいい先輩達
の姿を次に続く４年生、３年生にも見てもらいたいと思います。運動が苦手な子もいるかと思います。でも、
運動会はよい結果を出したり成果を披露したりするだけの場ではありません。練習の時
間、係活動や応援、友だちと協力すること、力を出し切ること・・・何か一つ、これをがんば
ろうと目標をもって当日を迎えられるよう指導してまいります。ご家庭でも服装や持ち物の
準備等、ご協力をお願いいたします。 

 

    【お知らせとお願い】 
○授業参観・懇談会について 

１０月は授業参観・懇談会があります。子どもたちの日頃の学習の様子や成果など、ぜひご覧ください。
そして感想等をその後の懇談会で共有していただけるとよいと思います。懇談会は担任と保護者が顔を合
わせて、学校に関することや子育てについて意見交換を行う貴重な場です。学校と保護者の関係作りや、
保護者同士のつながりが生まれ、みんなで子どもたちを育てていこう、という思いを共有できる場となるよ
う、担任も会の進め方を工夫しています。懇談会の場は緊張するので苦手です、という声も聞かれますが、
知り合いの方に声をかけて一緒に参加するのもよいと思います。子どもの未来をよりよいものにしたい、と
いう思いは保護者も学校も同じです。日中仕事をされている家庭も多いことは存じていますが、ぜひ一度
ご参加ください。 



 

 

○校舎外の水道の使用について 
今年度行った水質検査で、校舎の外側の水道（南北校舎の昇降口、体育館

入口）については、塩素濃度が低く飲料水としては適さない、という結果が出ま
した。子どもたちにわかるように外の水道にポスターを掲示しています。手洗い
用としては問題ありません。校舎内の水道水は安心して飲むことができますが、
引き続き水筒を持たせていただきますようお願いいたします。 

 

『大庭と小糸みんなの学校運営協議会』（『みんコミ』） 

学校運営協議会とは、地域の方や保護者が学校運営に参画して一体となって地

域と共にある学校作りを進めるための組織です。本校は PTA 組織がしっかりと

機能していますし、地域の方々による青少年指導員さんやおはようボランティ

アさんなど、以前から多くの方々に学校運営を支えていただいていましたが、

学校の応援団がさらに増えたことは心強いことです。 

先日、第２回学校運営協議会（みんコミ）が小糸小で開催されました。本校コーディネーターの活動

報告や、みんコミの活動にかかる補助金の使い道、不登校についての話し合いをしました。委員

のみなさんがそれぞれの立場で、大庭地区の子どもたちの幸せを願ってくださることをうれしく

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

９／１４に行われた大庭まつり 

提灯の明かりと盆踊りがお祭りムード

を高めます。 

自治会や社体の屋台も並び、大人も子

どもも楽しんでいる様子が素敵でした。 


